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て，この図は 2008 年から 2009 年，2010 年のいくつかのそういった事案を





















































































































































































































































です。ダライ・ラマを 98 年から 2008 年までに国に招き入れ，指導者たち
がダライ・ラマに会談した国々と中国との貿易状況を調べたところ，2002
年からのすべての事例において，貿易量が減ったという結果が得られまし
た。再び以前のレベルにまで回復するには２年ほどかかったようです。で
すから，意図的な制裁措置がとられたことは明らかです。これは，例えば
大型飛行機であるとか，中国政府が他国に行って，その政治的な関係を良
好なものにしようとして，買ってあげるといったものの購入についてです。
貿易をそうした制裁措置の材料として使うのが，中国外交政策なのです。
最後に，中国反体制派の劉暁波氏にノーベル平和賞が授与された事例に
ついてです。劉氏は中国の有名な反体制派で，この平和賞の授与について
中国政府は非常に不満でした。中国政府はすべての政府，オスローに代表，
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大使館を置く国々に，誰も代表をこの平和賞授賞式に送らないようにと欠
席を呼び掛けました。また，中国は自由貿易協定の協議をノルウェー政府
と進めていましたけれども，これも中断いたしました。もちろんノル
ウェーの政府はノーベル委員会にまったく発言権も影響力もないのです。
けれども，それでも中国はノルウェーを制裁しようとしたわけです。
次に，中国の強硬姿勢をどう理解するのかという話です。これはまだ私
の予備的な考え方と言いますか，まだ熟しきれていないところがあるので
すけれども，重要な点として，中国が世界金融危機から非常に強い立場で
立ち上がったということにあります。中国は常に非常に敏感にグローバル
な力の均衡に注意を払ってきました。中国の立場はグローバルな権力のバ
ランスでどこに位置するかということを見てきました。ちょっと不利な立
場にあると中国が考えるときには，他国の国益を損ねないよう，影響しな
いように，あまり目立たないようにしてきました。中国は自分の立場が，
アメリカや他国とのギャップが埋まってきているときには，それを中国の
チャンスだと捉え，自らの国益をより主張できると考えるわけです。これ
が非常に重要だと思いますのは，2008 年の世界金融危機の結果世界の多極
化が予想よりも速いペースで進んでいると言われるようになり，多くの中
国の人たちが，これはチャンスだということで，自ら国益を主張して，譲
歩を他国から得るいいチャンスだと捉えたわけです。
ここで明確にしておきたいのは，中国が拡大主義をとろうとしていると
言うことを申し上げているのではありません。けれども，ただ，中国の核
心的国益に関しては，中国はやはり他国から譲歩を得ようとしているので
す。もっと中国を尊重するよう求めるようになっています。
中国が考えるところの核心的国益についてちょっとお話しておきましょ
う。これは２，３年ほど前から主張されてきたことでして，かなり論議さ
れてきました。中国は「根本的な国益」というような言葉を使っておりま
すけども，要するにこの核心的中核的国益は，非常に高いレベルでアメリ
カにも主張されてきています。中国の国務委員，外交担当国務委員の戴秉
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国氏は，中国のこの核心的国益を以下のように説明しています。
それは，現在の中国共産党の指導力を維持すること，中国領土保全，国
家統一堅持そして非常に広い意味での中国の経済的社会的発展持続保障で
す。これが興味深いのは，最近戴秉国氏が書いた記事でかなり注目を集め
ているものがあるのですが，中国は覇権主義を追求しているわけではなく，
平和的な発展を求めている，他国の国益は損なわないということを言いな
がら，こうも言っているのです。中国の国益が侵害される場合には，武力
の使用も厭わない，侵害は許容されない。ですから，この核心的国益は絶
対守るということです。これこそ中国が発している明確なメッセージであ
ると私は考えています。
他に，中国の強硬姿勢を理解する上で重要な点といたしまして，中国国
民はこれまで自分たちはアヘン戦争，19 世紀半ばから，中華人民共和国が
20 世紀に成立するまで，他国に搾取されて続けてきたというふうにずっと
教えられてきています。被害者意識が植え付けられているわけです。中国
人は自らを他国の被害にあってきた者であるという意識を持っています。
他の国々でも，中国よりもっと被害を受けてきた国もあると思いますけれ
ども，中国国民はこの点非常に過敏なのです。他国が中国の国益を侵害し
ていると感じるときには非常に過敏に反応します。中国の指導者たちは中
国人のナショナリズムが対外的に発揮されることには寛容です。これは
2005 年，2010 年の反日デモが行なわれたときにも，明らかでした。
もう一つ，中国の強硬姿勢にとって重要な背景となります要因として，
中国のオブザーバーたち，これ，私自身まだ十分研究できていないのです
けれども，中国の意思決定においてより多く広くさまざまな声が関わるよ
うになってきたということです。逆に言えば，中央政府にとって，いろい
ろな人たちの声をコントロールしきれていないということです。いろんな
利害関係者が外交政策などにも発言力を持つようになっていますので，こ
れを無視するわけにはいかない。中央政府官僚，軍部，企業のトップ，銀
行，マスコミ幹部なども含めてです。特に危機的な状況が現れる場合には，
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中国の指導部，指導者たちがコンセンサスを得るのは非常に難しいことに
なると考えています。例えば，ある一部の関係者が強い発言力を持つとい
うことが問題になってくることです。
10 年ほど前ですけれども，2001 年，中国の戦闘機とアメリカの偵察機が
衝突した事件がありました。軍部は中央政府に対して偵察機が戦闘機にぶ
つかったと説明し，この解釈は一応受け入れられたのですけれども，後に
なって，中国の他の組織の人たちが，二つの飛行機がどう動いていたのか
がわかると，明らかに戦闘機が偵察機 EP3にぶつかったとしか考えられ
ないという解釈が出てきました。けれども，すでにもう中国の立場は公に
されていましたので，そこから逆戻りすることはできないことになりまし
た。
これらはほんの一例ですけれども，すでに 10 年前のことです。こうし
たいろいろな人たちが意思決定に参加しているという状況はさらに進んで
います。
ブッシュ政権以前の政権の一部では，中国の台頭を，あるいは中国の大
国としての出現を歓迎した向きもありました。その後，中国の台頭，中国
が力を増してくるのを封じ込めようと，さまざまな国が中国を取り巻きま
した。例えば，中国が今後台湾との再統一をはかるような場合にはそれを
封じ込めなければいけない，といった動きに変わってきたわけです。もち
ろん，アメリカはそもそも中国の台頭を歓迎してきたわけです。最近，胡
錦濤主席がアメリカにやってまいりました。オバマ大統領は非常に明確
に，アメリカはパートナーシップと協力を中国と培っていくことを期待す
る，とはっきりと言っています。オバマ大統領が戦略的経済的ダイアログ
を中国と 99 年に遡って始めたわけですけども，アメリカと中国の間の協
力なしには世界の安定はないと言っています。さまざまな世界が抱える問
題を，アメリカは一国では解決をすることはできない，他国から支えられ
ていなければ問題の解決は不可能である，中国の参加がなければ，例えば，
核兵器の拡散であるとか，あるいは中国経済の回復であるとか，あるいは
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さまざまな地球温暖化などの環境の問題をどのように解決することができ
るのか，というふうにアメリカは言っています。
しかし，その中で中国は，これまで非常に前向きな姿勢は示してまいり
ませんでした。いま申し上げたようなグローバルな問題について，積極的
に参加しようとはしてきませんでした。海外に目を向けるのではなく，国
内の開発に目を向け，経済だけではなく，いろいろな指標を見ても，非常
に包括的な国益を，例えば科学技術も含めて，軍事力も含めて，そしてソ
フト面も含めて，中国はまず国力をつけようとしてきたのがわかるわけで
す。海外の問題は二の次でした。クリントン国務長官も，胡錦濤主席訪米
にあたって，中国が今後積極的な行動をとらないということにフラスト
レーションを感じると言っています。地域の問題，そしてグローバルな問
題を解決する上で，中国の参加は不可欠なのに，どうも前向きでないこと
を嘆いているわけです。
軍事的能力の大きな拡充，そして中国の外国政策も含めて，今日はさま
ざまなことを申し上げました。ここで，東南アジア諸国との関係，そして
一つ具体的事例として，ハワイ，ベトナムで ASEAN地域フォーラムが昨
年開催されたことにふれたいと思います。
この地域フォーラムでは，アメリカとそれ以外の 11 の国々が，南シナ海
における動きについて懸念を表明いたしました。ASEAN地域フォーラム
でこの南シナ海の問題が直接ふれられたのは初めてではないかと思いま
す。これが中国外相の気に障りました。中国外相はこれを非常に気にしま
して，この話題についてはまだ論じる準備ができてないというふうに言っ
たわけです。そして，中国は大国である，中国以外のこのフォーラムの国
は小国である，貿易でも経済協力でも，こうした国々は中国に頼っている
ことを忘れるなと言い放ったわけです。
その発言がなされた部屋と同じ部屋にいた人と話をしたのですけれど
も，中国が今後どのような行動をとるか，中国が国力をつければつけるほ
ど，どのような振る舞いをするかは，あの発言からもわかるだろう，とい
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うのです。中国は実益に基づいて行動をいたします。中国がその行動をこ
れから加速させていけば，グローバルな力の均衡の中で今後声を強く主張
してくるのであれば，これは危ないと，もっとバランスをとって，協力を
求めていかなければいけないというふうにアメリカ側は考えているわけで
す。ということは，中国の近隣国が安心をして地域の平和を構築できるよ
うなシステムを中国も関与して作っていかなければいけないということで
す。
さて，いくつか日本での韓国の動きも見てみたいと思います。世論調査
の結果を見ていただきたいのですが，昨年９月，ここでは日本の 20％のみ
が中国に対して友好的な気持ちを持っているということで，非常に低い数
字でした。78％が中国に対して友好的な気持ちを持っていないということ
です。韓国ですが，この世論調査は，ヨンピョン島攻撃前，チョンナン船
の沈没の後でありました。2010 年６月の韓国での調査ですが，70％以上は
韓国人民が中国は信頼できない，最も軍事的脅威は中国であるというふう
に言っています。韓国はもちろん北朝鮮との関係が難しい，もちろん北朝
鮮がこれまで大きな脅威であったわけですが，それを上回って中国を脅威
と考えているわけです。
先ほど申し上げたように，国際的な制度に中国が平和裏に組み入れられ
るようにしなければいけません。そのためには，この地域，この世界のす
べての国々との議論が必要であるわけですし，また，こうした国々の権益
を確保しつつ，中国の権益も，国益も確保するやり方で中国を入らせなけ
ればなりません。海域での安全，安全保障，航空の自由，こうしたさまざ
まな領土問題を東アジア地域は抱えていますから，こうした問題が平和裏
に解決されなければなりません。
ここで重要なのは，中国をこの地域の民主主義国家の一員にならしめる
ことです。こうした民主主義的な価値を共有する国々との協力を経て，中
国が多国的な制度枠組みにうまく入っていけるようにする必要がありま
す。国際的な規範，あるいは国際法に合致する中国の行動を期待したいと
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いうふうに考えます。
最後に簡単に申し上げたいことがあります。
日米同盟の問題です。対中国での観点から言いますと，日米同盟は非常
に重要だということを申し上げておきたいと思います。日米同盟の大きな
目的というのは，抑止力を日本に対して与えるということです。日米安全
保障条約の中でも，日本が危ない目にあった場合には，アメリカの抑止力
が行使されるべきことが書かれているわけです。この日米同盟は，平和を
希求するものでなければなりません。特に日本との関係では，過去 50 年
間を見ても，将来の 50 年間を見ても，その重要性は減ることがないという
ふうに考えます。この同盟が今後もきちんと機能するようにしていかなけ
ればならないわけです。その中で，さまざまな挑発的な姿勢をどの国がと
ろうと，国際規範から外れた行動をどの国がとろうとも，対処できるよう
にしなければならないと思います。国際的規範から外れた国が他国に脅威
を与えることがないように，この同盟がきちんと機能しなければなりませ
ん。そしてそれが一旦壊れてしまえば，非常にマイナスの影響が出てくる
でしょう。つまり，中国が具体的に，他国が応答することのできないよう
な強い行動をとった場合，この日米同盟が機能しなければいけません。
こうしたことは北朝鮮にも言えるわけです。クチョンという船の沈没な
ど，ヨンピョン島の攻撃の後，中国は北朝鮮を強く非難しませんでした。
これは大きな教訓を我々が学ぶよい機会だったわけです。しかし結果的に
はそうはいきませんでした。どのような行動が国際的に受け入れられ，ど
のような行動がこの地域において破壊要素と判断されるのかということに
ついて，我々は大きな教訓を獲得すべきであったわけです。
では，これが最後のスライドになりますが，ここでは沖縄そしてその他
の在日米軍の基地を，他の地域から見るという，ちょっと違う視点で基地
を見ていただきたかった地図です。ここで，面白いのは，この基地につい
ては韓国から見るとどのように見えるのか，上海からはどのように見える
のか，そして，もちろんここですね，ウラジオストクから見るとどのよう
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に見えるのか，これを見ていただきたいのです。このような米軍基地の存
在，これを非常に安心できる要素として見る国もあるでしょうし，そうで
はなくて脅威として見る国ももちろんあるでしょう。ですからこのように
見てみると，この地域に散在する基地というのも非常に違う視点を我々に
与えてくれるのではないかと思います。
どうもご清聴ありがとうございました。
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